






第２章 砂川市の住まい・住環境の課題と展開方向 

 

（２）国の重点施策（平成 26 年度予算の重点施策）に見る砂川市の検討事項 
 

◆国の重点施策内容  ◆国の重点施策に見る砂川市の検討事項 
    

国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保 

 ①住宅・建築物の耐震改修・建替え等安全向上への支援  ○住宅・建築物の耐震診断・改修等に係る所有者の経済的負担軽減を図るため、支援措置の更な

る充実と、既設の天井の耐震改修、既設エレベーターの地震時の閉じ込めや戸開走行事故を防

止するための改修支援 

 ○住宅・建築物の耐震診断・改修等に係る所有者の経済的負担軽減を図

るため、支援措置の更なる充実 

 

 

 

○管理が不適切な空き家等により悪化する居住環境の改善等を図るた

め、空き家等の活用・除却、空き家所有者に対する相談体制の整備等

【B-1-4 B-3-1】 

 

 

 

○ICT を活用した見守りや生活支援など、高齢者等の居住の安全確保・

健康維持増進に係る先導的な住まいづくりの取組み 

○高齢者などの住替え支援（子育て世帯等に転貸など）【A-2-3】 

 

 

 

 

○中小工務店によるゼロ・エネルギー住宅の取組み、民間等が行う建築

物の省エネルギー改修等に対する支援【D-2】 

 

 

 

○大工工務店の施工能力の向上、人材育成、情報発信の強化等【C-2-2】

 

 

 

○公的賃貸住宅における適切な維持・管理の継続【C-1-3】 

 

 

 

○地方公共団体との連携と適切な契約・管理の下で民間賃貸住宅空き家

をリフォームする事業に支援 

 

 

 

○不動産流通市場における情報ストック整備・提供【B-1-4 B-3-1】

 

 

 

○住宅ストック活用のための市場環境整備を図るため、消費者に対する

相談体制の整備【C-1-2】 

 

 

 

 

○リフォーム市場の活性化と既存住宅の流通促進 

 

 

 

 

○リフォームやインスペクション（住宅検査）等を含めたワンストップ

サービスの提供 

  

 ②大規模災害時に拠点となる施設の整備促進  ○大規模災害に備え、大量に発生する帰宅困難者や負傷者等への対応能力を都市機能として事前

に確保するため、これらの者を受入れ可能な拠点施設の整備に対して国が重点的・緊急的に支

援する仕組みの創設 

 

  

 ③空き家対策の推進による居住環境の改善  ○管理が不適切な空き家等により悪化する居住環境の改善等を図るため、空き家等の活用・除却、

空き家所有者に対する相談体制の整備等についての支援 
 

  

 ④公的住宅ストックの長寿命化への支援  ○長期にわたり維持・活用していくことを目的に、最新の建築技術を踏まえた長寿命化改修の先

導的な取り組みに対して支援する仕組みの創設 
 

  

 ⑤老朽化マンションの建替え等の促進  ○老朽化マンションの建替えを含めた再生事業の円滑化のため、専門家による相談体制等の整備

とマンション再生事業に対する支援 
 

   

地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
確
保 

 ①スマートウェルネス住宅の実現に向けた支援  ○サービス付き高齢者向け住宅の建設・改修、公的賃貸住宅団地等における併設施設の整備、ICT

を活用した見守りや生活支援など、高齢者等の居住の安全確保・健康維持増進に係る先導的な

住まいづくりの取組みの支援 

■高齢者などの住替え支援（子育て世帯等に転貸など） 

 

  

 ②既存住宅団地の福祉拠点化の推進  ○公営住宅整備における民間活力導入の取組みを支援するとともに、地方公共団体や都市再生機

構、地方住宅供給公社、民間事業者等の多様な主体が連携して、既存住宅団地の地域居住機能

を再生しつつ、スマートウェルネス住宅の実現に資する取組みに対して支援 

 

  

 ③医療・商業等の都市機能の立地誘導等に係る支援の 

強化 

 ○民間事業者がまちの拠点となるエリアで、既存ストックの有効活用等を行い、都市の生活を支

える機能(医療・商業等)を整備する取組みに対する支援を強化するとともに、街なか居住に資

する多様な住宅整備の取組みに対する支援 

○老朽建築物の建替え時に医療施設等を導入する取組みに対する支援 

 

  

 ④住宅・建築物の環境対策の推進  ○先導的な省 CO2 技術を導入するリーディングプロジェクトや中小工務店によるゼロ・エネルギ

ー住宅の取組み、民間等が行う建築物の省エネルギー改修等に対する支援 
 

  

 ⑤地域における木造住宅・建築物の生産体制強化  ○地域材を活用し、地域の気候・風土にあった木造の長期優良住宅のブランド化の促進、先導的

な設計・施工技術を導入する木造建築物等の整備に対する支援 

○大工工務店の施工能力の向上、人材育成、情報発信の強化等 

 

  

 ⑥公営住宅を中心とした住宅セーフティネットの確立  ○公的賃貸住宅における適確な維持・管理の継続と、子育て世帯・障害者世帯等の住宅確保要配

慮者に対し、民間賃貸住宅を活用した重層的な住宅セーフティーネットを構築するため、地域

優良賃貸住宅を活用した支援 

○地方公共団体との連携と適切な契約・管理の下で民間賃貸住宅空き家をリフォームする事業に

支援 

 

   

中
古
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
等
の
住
宅
市

場
活
性
化 

 ①長期優良化リフォームへの支援  ○既存住宅の質の向上を図るため、リフォームした既存住宅を長期優良住宅等として評価する基

準の整備と合わせ、住宅の長寿命化に資するリフォームの先進的な取組みを支援する仕組みの

創設 

■不動産流通市場における情報ストック整備・提供方法 

 

  

 ②住宅ストック活用のための市場環境整備  ○住宅ストック活用のための市場環境整備を図るため、消費者に対する相談体制の整備や、今後

空き家の増加が見込まれる郊外型住宅団地における既存住宅の流通・活用に向けた取組み等の

支援 

○適切な建物評価手法の定着を図るために、中古住宅・リフォーム市場と金融の連携強化を図る

ほか、中古住宅流通市場の動向把握や戸建賃貸市場活性化の手法の検討 

■リフォーム市場の活性化と既存住宅の流通促進 

■リフォームやインスペクション等を含めたワンストップサービスの提供 

 

  

 ③消費税率引上げに伴うすまい給付金の実現  ○消費税の引上げが行われた場合、住宅ローン減税の拡充措置を講じてもなお効果が限定的な所

得層に対して、良質な住宅ストックの形成を促す住宅政策の観点からの適切な給付措置 

■買取再販や取得後リフォームにおける税制優遇措置（H26,4～） 

 

※黒文字…「これまでの成果・評価・課題に基づく検討事項（その１～その 3）」 
※青文字…「上記以外の新たな検討項目」 
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第２章 砂川市の住まい・住環境の課題と展開方向 

 

（３）北海道の住宅施策と砂川市の現況から見た今後の検討事項 
 
 
 
 
 
 
 

※黒文字…「これまでの成果・評価・課題に基づく検討事項（その１～その 3）」 
※青文字…「上記以外の新たな検討項目」 

 ：施策、◎：施策・実施主体、○：実施主体、△：連携　　 道 市町村

◎ ◎

◎ ◎

◎ ○

◎ ◎

◎ ◎

◎ △ ○位置と地勢

 ◎ ○気候

○人口、世帯数の推移

○人口動態・社会動態の推移

○年齢構造

◎ △ ○地区別人口・世帯数

◎ △ ○世帯人員構成

◎ △ ○高齢者人口（65歳以上人口比率、世帯比率の推移）

○都市基盤整備の状況

◎ ○

◎ △

◎ △ １．砂川市第６期総合計画（H23～32年度）

◎ △ ２．砂川市住宅マスタープラン（H17～26年度）

３．砂川市都市計画マスタープラン（目標年次：H32年度）

４．砂川市中心市街地活性化基本計画（H19.8～24.8月）

５．第５期砂川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

◎ ○

 ◎ ６．砂川市次世代育成支援地域行動計画

 ◎

 ◎ ７．第３次砂川市障害者福祉計画（H25～34年度）

 ◎ ８．住生活基本計画（全国計画）（H23～32年度）

 ◎ ９．北海道住生活基本計画（H23～32年度）

◎ ○

１．住宅の住まい方の推移

２．高齢者世帯の居住状況

◎ △

◎ △

◎ ○

◎ △

◎ △

◎ ○

◎ ○

■公営住宅等の長寿命化の推進と良質なストック形成
・公営住宅等の長寿命化の推進と良質なストック形成に係る計
　画に基づく公営住宅事業等の推進【C-1-3】

■住み慣れた住宅で長く安心して暮らし続けられる住まい
　・住環境づくりの検討
・既存住宅の基本性能向上等に対する支援の検討

・長く安心して暮らし続けられるための、市の住まいの情報提
　供・相談対応の充実（再掲）【A-3-1　C-1-1　C-1-2】

■子どもから高齢者まで誰もが安全・安心に暮らせる住まい
　・住環境づくりの検討
・地域や福祉との連携による安心居住の検討【A-1-1　A-2-1】

・子育てに配慮した住宅整備の検討
・誰もが安全・安心に利用できて、ふれあい・交流が生まれ
　る広場・緑地等の整備の検討
・住宅におけるユニバーサルデザインの視点に立った取組の
　検討

■環境重視型社会の実現に向けた住まいづくりの検討
・地域景観と調和する住環境づくりの検討
・廃屋対策など良好な景観づくりの推進

・建築系リサイクル等の適正処理の推進の検討【D-1】

・住宅の省エネルギー化、新エネルギー活用、自然環境との共
　生の推進の検討【D-2】

・環境負荷の低減やCO2排出量削減に向けた、住宅関連分野に
　おける取組みの検討【D-2】

■災害・防災対策による安全な住まい・住環境づくりの検討
・住宅・建築物の耐震化の促進の検討
・住宅・建築物における災害・防災対策の推進の検討

△

（H22～26年度　後期5カ年計画）

 （H24～26年度）

【上位関連計画】

＋

△

△

◎

○

△

5-2-2.社会ニーズに対応した住宅建築技術者の育成

5-2-1.北方型、北海道Ｒ住宅の普及に向けた人材育成【新規】

5-1-1.高断熱・高気密住宅や道内産建築部資材の特性を活かした道外等への
          販路の拡大

4-3-1.環境重視型社会の実現に向けたライフスタイルの提案【新規】

２．高齢者が安心して暮らせる住まい・環
　　境づくり

1
　
暮
ら
し

1-2-1.サービス付き高齢者向け住宅の供給促進

4-2-2.省エネルギー性能の高い住宅の建設促進【新規】

3-3-2.公的賃貸住宅団地の建替え等に合わせた地域福祉拠点、交流拠点の創出

3-4-1.住民における住環境のマネージメント活動の促進【新規】

4-2-1.木造公営住宅の建設などによる地域材や再生可能エネルギーの利用促進

1-2-2.福祉サービスと連携したシルバーハウジングの展開

1-2-3.高齢者の住まいに関する情報提供、相談体制の充実【新規】

1-3-1.障がい者の自立支援に向けた住宅供給の促進

◆道の施策と砂川市の現況から見た今後の検討事項◆砂川市の現況

1-1-1.住宅のセーフティネットとしての公営住宅の供給

◆北海道の推進施策内容

子どもから高
齢者、障がい
者まですべて
の人が安全に
安心して暮ら
せる住まい・
環境づくり

１．住宅のセーフティーネットとしての公
　　営住宅の供給 1-1-2.効果的・効率的な公営住宅整備【新規】

2-1-1.住宅におけるユニバーサルデザインの普及促進

1-4-1.子育て支援住宅の整備推進

３．障がい者が安心して暮らせる住まい・
　　環境づくり

４．安心して子どもを産み育てられる住ま
　　い・環境づくり

５．災害時の住宅確保や生活支援のための
　　住まい・環境づくり

1-6-2.すべての人が安心して生活できる生活支援サービスの提供【新規】

６．すべての人が安心して共に暮らせる
　　住まい・環境を支えるコミュニティ
　　の形成

1-5-1.災害時の住宅確保や生活支援【新規】

1-6-1.すべての人が良質な住宅を確保できる仕組みづくり

2
　
住
宅

良質な住宅の
供給と既存ス
トックの活用
の推進

１．住宅におけるユニバーサルデザインの
　　普及促進

４．住民による住環境のマネージメント活
　　動の促進

２．中心市街地に安心とにぎわいを創出す
　　るまちなか居住の推進

良好な居住環
境の維持向上
と住まいづく
りによる地域
再生

５．住宅に関する情報の提供や相談体制の
　　充実、普及啓発

６．循環型の住宅市場の形成

３．既存住宅の基本性能の向上

４．既存住宅の耐震化の促進

4
　
環
境

環境重視型社
会の実現に向
けた住まいづ
くり

3
　
地
域

２．北国にふさわしい良質な住宅ストック
　　の形成

３．環境重視型社会の実現に向けたライフ
　　スタイルの提案

１．豊かな自然環境や美しい景観を保全
　　　　　・活用する住まい・地域づくり

１．環境重視型社会の実現に向けたゼロ
　　ミッション技術の開発

２．CO2排出量の削減に向けた取組みの
　　推進

３．良質な住宅ストックや良好な住環境を
　　活かした郊外ニュータウン・大規模住
　　宅団地の再生

７．マンションの適正管理の促進

3-1-2.廃屋対策など良好な景観づくりの推進【新規】

2-5-1.消費者が安心できる総合的な住宅関連情報の提供

2-5-2.北国にふさわしい住まいづくりの意識の啓発

2-6-1.住み替えによる住宅ストック活用の仕組みづくり

2-6-2.北海道Ｒ住宅システムなど、質の高い中古住宅流通の促進

2-2-1.北方型住宅の普及促進

2-2-2.質の高い共同住宅の普及促進【新規】

2-2-3.良質な民間賃貸住宅ストックの形成

2-3-1.性能向上リフォームの促進

2-4-1.既存住宅の耐震化の促進

5-4-2.地域経済に寄与する域内循環の促進【新規】

5-3-1.地域の住宅関連事業者の連携による住まいづくりの推進

5-3-2.住宅建築技術者・住宅関連事業者に関する情報提供の充実

5-4-1.地域材を活用した良質な木造住宅の供給

5
　
産
業

北海道の優位
性を活かした
産業振興と、
地域の住生活
を支える産業
の推進

２．住宅建築技術者や住宅関連事業者の連
　　携による住まいづくりの推進

３．地域の住宅関連事業者の連携による住
　　まいづくりの推進

４．北海道の良質な資材を活かす住宅関連
　　産業の振興

１．高断熱・高気密住宅や道内建築部資
　　材の特性を活かした道外等への販路
　　の拡大

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎

4-1-1.北海道型ゼロエミッション住宅の開発【新規】

3-3-1.郊外ニュータウン・大規模住宅団地の再生

◎

3-2-2.まちなかにおける地域福祉拠点、交流拠点等の創出【新規】

3-1-1.景観の保全や街並みの形成に向けた住まい手の意識啓発

2-7-1.マンションの適正管理に向けた普及啓発・管理相談

3-1-4.移住希望者に対する居住支援

3-2-1.まちなか居住の推進

3-1-3.魅力ある田園地域の暮らし・住まいの創出

■人口減少を進行させない定住化促進に向けた、質の高い受
　け皿づくりの検討
・定住化促進のための住宅建設・購入等に対する支援の充実
【C-2-1】

・長く安心して暮らし続けられるための、市の住まいの情報提
　供・相談対応の充実【A-3-1　C-1-1　C-1-2】

・市内への移住を推進し、定住拡大と地域振興に向けた支援の
　検討【B-1-4　B-3-1　C-1-2　C-2-1】

・定住拡大や住宅と世帯のミスマッチの解消に向けた住み替え
　支援の検討【A-2-3】

◎
＋

◎

○

△

◎

◎

【住まい・住環境の概況】

◎

【特性・指標となるデータ（資料）】

 

 

◎

◎

【新規】

【新規】
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